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美幌中学校の新しい教育目標について 

                                   校長 長 谷 博 文 

１ 現在の教育目標の背景 

 

 

 

 

 

 ・平成１２年に制定された教育目標は、平成１０年改訂の中学校学習指導要領（以下、Ｈ１０指導要

領）の本格実施に向けて検討し制定したものと考えられる。 

 ・Ｈ１０指導要領では、「生きる力」の育成を掲げ、「ゆとりのある教育活動の展開」「教育内容の厳選」

「授業時数の削減」「総合的な学習の時間の創設」などが示された。その後、ＰＩＳＡ調査による学

力低下の原因とされ、国内で批判の対象となったいわゆる「ゆとり教育」のスタートである。 

 ・中学校では、選択教科が導入され、教育課程の編成・実施では各学校が混乱している状況があり、

次の改訂では選択教科の時数が位置付けられず、実質、選択教科はなくなった。 

 ・また、国内では週休２日制が導入されていたにもかかわらず、学校の教職員には適用されてこなか

ったことから、学校５日制の考え方が文科省の審議会（Ｈ４）に示された。その後、Ｈ４から月１

回、Ｈ７から月２回の学校５日制となった。Ｈ１０指導要領が完全実施（小・中・高等学校）とな

ったＨ１４に、ようやく学校５日制が完全実施となった。 

 ・そのような中、Ｈ１０指導要領の「生きる力」の定義を踏まえ、本校の教育目標「明朗でなごやか、

自ら考え行動し、健康で逞しい生徒」が制定されたと考えられる。 

 要素 定義 教育目標（※定義に対応） 

生きる力 

確かな学力 

（知） 

自ら課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、主体

的に判断し、行動し、よりよく（略） 
自ら考え行動し 

豊かな人間性 

（徳） 

（略）他人を思いやる心や感動する心などの

豊かな人間性 
明朗でなごやか 

健康・体力 

（体） 
たくましく生きるための健康や体力 健康で逞しい生徒 

 ・本校の教育目標は、上記の表で分かるように知・徳・体をバランスよく育むことを目指しているこ

とが分かる。 

 ・しかしながら、平成１２年当時の生徒や保護者の状況、社会の情勢などは大きく変化しており、令

和の時代にふさわしい教育目標となっているのかという疑問がある。 

 ・また、中学校学習指導要領においては、平成２０年改訂、平成２９年改訂と約１０年ごとの改訂が

進み、情報化時代や Society5.0 に対応した趣旨や内容が示されている。その間、教育目標を見直

した記録はなく、教育目標だけが取り残された感は拭えない。 

 

２ 教育目標改訂の必要性 

 ・学校教育は、学校ごとの教育目標の実現を目指して教育活動が営まれるものである。 

 ・教育関係者の中には、学校のグランドデザインさえ整えば、教育活動の充実を図ることができると

し、グランドデザインの見せ方や活動内容にだけにこだわる人がいるが、これは間違いである。 

 ・グランドデザインにおいても、目指すべきことは教育目標の実現であり、この目標が飾りとなって

【教育目標】 

明朗でなごやか、自ら考え行動し、健康で逞しい生徒 
                                （平成 12 年制定） 
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しまっては、何のための活動なのかが不明になる。 

 ・したがって、今求められるのは、教育目標が生徒や教職員に浸透し、教育目標を指標として様々な

活動に取り組んでいく姿勢である。誰も覚えていない教育目標、年に数回しか目にしない教育目標

では意味がない。 

 ・現行の中学校学習指導要領の趣旨や内容を踏まえるとともに、時代のニーズや教職員・保護者・地

域住民の願い、生徒に親しみのあるワード等を考慮し、教育目標を改訂しなければならない。 

 ・ただし、すべてを新しいものにするということではなく、本校がこれまで大切にしてきたことや教

育の普遍的な要素は大切にしながら、目標を設定していくこととする。例えば、校章にある桜花や

柏葉は「清廉潔白」「質実剛健」の象徴とされている。これらの象徴的な言葉を生かしながら目標を

検討することも考えられる。 

 

３ 教育目標の改訂までのスケジュール 

時 期 内  容 担 当 

６月中旬 

7 月上旬 

教職員・生徒へのアンケート実施  

・アンケート項目の検討 
（例）「美幌中の理想の生徒像とは？」など 

校長 
校務運営 

・アンケート入力の実施 
（方法）Google Forms による記入 GIGA 担当 

７月下旬 
アンケート内容の分析 
（方法）テキストマイニング「共起ネットワーク」等 校長 

８月下旬 

①職員会議（８／17） 
・教育目標「素案」の説明 
（検討）学年部で検討⇒校長へ意見（９／９まで） 

①校長 

９月下旬 

①－２ 職員会議（９／12） 
・一部文言の変更 
②学校だより等での原案提示 
・学校だより等で保護者に原案を提示し意見を募る。 

①－２校長 

 

②教頭 

１０月中旬 

③学校運営協議会への説明 
・文書にて学校運営協議会委員の了承を得る 
④ＰＴＡ役員への説明 
・教育目標「案」提示 
⑤職員会議（１０／１７） 
・「教育目標」⇒決定 

③～⑤校長 

１１月上旬 

⑥臨時生徒集会 
・「教育目標」の説明（校長） 
⑦教育目標の掲示 
・印刷会社への発注、教室・特別教室への掲示 

⑥生徒会係 

⑦事務部 

⑦学習部 

 

４ アンケート項目の設定 

  教職員・生徒へのアンケートは、校務運営委員会で協議し、アンケート内容を確定した。アンケー

ト内容は、教職員・キーワードとなる言葉を９つの選択肢とし、その中から、目指す生徒像を３つ選

択することとした。また、選択した３つの中から１つを選び、その理由を記述することとした。この

ことにより、最も大切にしたい項目を明確することができると考えた。 

  さらに、教職員アンケートでは「今後力を入れたらよいと思うこと」を質問し、本校が重点的に取

り組むべき内容を把握した。 

  アンケートの実施はＧＩＧＡ担当が行い、google Forms の機能を利用して、教職員と生徒がタブ

レット端末で回答した。その結果をＧＩＧＡ担当が校長に報告した。 
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５ アンケートの結果と分析 

（１）Ｑ１（目指す生徒像として適切なものを３つ選択）の結果 

 ＜教職員＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜生徒＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【分析１】 

・教職員の回答では「自ら考え、自分の力で学んで…」「感謝の心をもち、思いやりのある…」の２

つが突出して多い傾向にある。 

・生徒の回答では「感謝の心をもち、思いやりのある…」「相手の気持ちや立場を大切に…」「友達と

ともに力を合わせて…」の順になっており、１位 47.2％～７位 33.3％まで大きな差はみられない

が、「学んだことを生かし…」が 8.9％と極端に低くなっている。 

・教職員と生徒の回答では、感謝の気持ちをもつ生徒になることへの願いが高いことが共通してい

る。 
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（２）Ｑ２（Ｑ１の回答から１つ選び理由を述べる）の結果 

 ＜教職員＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜生徒＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【分析２】 

・教職員の回答では「自ら考え、自分の力で学んでいく生徒」が多く、主体的に学ぶ生徒になっても

らいたいという願いが伺える。生徒の状況から、情意面・生活面よりも「学ぶ意欲」をもつことに

期待したいという傾向がある。 

・生徒の回答では「自信をもち、可能性に挑戦し続ける生徒」「相手の気持ちや立場を大切にする生

徒」が上位であり、学習面よりも将来へのチャレンジや他者に尊重する気持ちをさらに高めたいと

いう傾向がある。 

・理由の回答を１つ選択することで、教職員と生徒で重視すべき項目が分かれていることを明らかに

することができた。 
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（３）Ｑ２の理由 

 ＜教職員＞ 

  頻出１５０語のリスト（非抽出ワード：番、数字） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  共起ネットワーク 

 （描画数６０） 
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 ＜生徒＞ 

  頻出１５０語のリスト（出現回数２以上を表示／非抽出ワード：番、数字） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  共起ネットワーク 

  （描画数 60） 
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（３）Ｑ３の理由 

 ＜教職員＞ 

  頻出１５０語のリスト（出現回数２以上を表示／非抽出ワード：番、数字） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【分析３】 

・教職員の共起ネットワークを見ると、大きく３つのカテゴリーに分かれており、「考え（る）」とい

うワードがカテゴリーを接続していることが分かる。 

・「自分」「生徒」を中心としたカテゴリーでは、「授業でも友人間でも自分の意見を押し潰す生徒が

多い中で、自信を持ち、自己表現するようになってほしいと考えている」という回答があった。 

・「教科」「必要」を中心としたカテゴリーでは、「特に５教科以外の教科に関しては子どもたちが自

立していくのに必要な力」という回答があった。 

・「人」「学ぶ」を中心としたカテゴリーでは、「人と関わることで人は成長でき、関わり方を学び育

むことが人を育てると考える」との回答があった。 

・このことから、生徒に人として成長してもらうために、必要な力をしっかりと付けさせていきたい

という教職員の願いが伺える。 

・生徒の共起ネットワークでは、中心ワードが見当たらず、大きく５つくらいのカテゴリーに分かれ

ている。 

・頻出150語のリストでは、「選ぶ」「思う」の出現回数が多いが、これは「〇番を選んだ理由は、…

だと思います。」という文型によるものである。 

・出現回数の３～５番では「大切」「自分」「相手」とあり、「自分のことだけではなく、相手の気持

ちを大切にすればもっと良い学校になる」「人の気持ちを考えて行動することが大切だと思う」と

の記述があった。 

・このことから、他者の気持ちを察して行動することで、よりよい学校になっていくと考えている生

徒が多数いることが伺える。 
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  共起ネットワーク 

  （描画数 60） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【分析４】 

・共起ネットワークでは、「生徒」を中心として、大きく２つのグループに分かれている。 

・「考える」「行動」のグループでは、「自ら考え、自ら行動できるように」「他人の気持ちや行動を考

えて」という記述があった。 

・「活動」「行事」のグループでは、「生徒の自治的な活動の活発化」「生徒会・学級活動の活性化」な

という記述があった。 

・また、グループ化はしていないが、「学ぶ」「教師」のワードでは、「教師の一方的な働きかけでは

なく子どもたち同士の交流や学び合うことが思考力や人間的な成長につながると思う。」という協

働的な学びの視点での記述があった。 

・このことから、今後伸ばしていきたい力として、自発的に行動していく生徒や、生徒会活動を核と

した自治的活動で自発的に取り組む生徒を育みたいということが分かる。 
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６ 新しい教育目標（案） 

  アンケート結果の分析を踏まえ、教職員や生徒の願いを次の言葉で集約し、本校の教育目標として

設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【教育目標】 

教育目標 （１段目）設定の意図／（２段目）関連事項 

夢への 

チャレンジ 

〔設定の意図〕 

・このワードは、生徒が自分の夢や希望に向かって挑戦し続ける姿をイメー

ジしている。 

・ここでは「個」の意欲化や積極性を求めており、自分に自信をもち、自ら

行動し学んでいく生徒を目指している。 

・学校生活において、自分の長所や特性を見極め、どんな未来が待っている

のかを期待しながら、様々なことにチャレンジする気持ちをもち続けても

らいたいと願っている。 

〔関連事項〕 

・分析１（教師83.3％）「自分で考え、自分の力で学んで…」 

・分析２（生徒16.7％）「自信をもち、可能性に挑戦し…」 

・分析３（教師記述）「自信をもち、自己表現するように…」 

切磋琢磨する 

生徒 

 

※切磋琢磨…学問・

道徳に、励みに励

むこと。また、仲間

同士互いに励まし

合って向上するこ

と。 

〔設定の意図〕 

・このワードは、学校生活の中で生徒が様々な経験をして、友達と共に成長

していく姿をイメージしている。 

・ここでは「集団」での学び合いや高め合いを求めており、集団の中でこそ

人としての成長があることを信じて教育活動を進めていくことを目指し

ている。 

・切磋琢磨するには、友達と力を合わせたり、友達に感謝の気持ちをもって

接したり、友達の気持ちを考えて行動したりということが大切になってく

る。集団生活の中で、これらの経験を重ねながら大きな心を育ててもらい

たいと願っている。 

〔関連事項〕 

・分析１（教師72.2％）（生徒47.2％）「感謝の心をもち、思いやりの…」 

・分析２（生徒16.1％）「相手の気持ちや立場を大切に…」 

・分析３（生徒記述）「自分のことだけではなく、相手の気持ちを大切にすれ

ばもっと良い学校になる」「人の気持ちを考えて行動することが大切…」 

 

 

 

 

【新しい教育目標】 

夢へのチャレンジ 切磋琢磨する生徒 

 〔教育目標を支える基本姿勢〕 

①美の心  ②本気の学び  ③論より実践 
                             （令和４年１１月１日制定） 
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〔教育目標を支える基本姿勢〕 

基本姿勢 （１段目）設定の意図／（２段目）関連事項 

①美の心 

〔設定の意図〕 

・教職員・生徒アンケートで上位になっていた「感謝の心」「思いやりの心」

「相手の気持ちを尊重する心」は、社会の中で生きていく上で普遍的な価

値であり、人として大切にすべき道徳的な要素である。 

・これらの心は人としての美しさであり、本目標を支える基本姿勢として「美

の心」と表現することとした。 

・授業や学校行事等で心を磨くことで、生徒が本来もっている「美の心」をさ

らに伸長し、よりよい未来を創る人材に成長していくことを期待している。 

〔関連事項〕 

・分析１（教師72.2％）（生徒47.2％）「感謝の心をもち、思いやりの…」 

・分析３（生徒記述）「自分のことだけではなく、相手の気持ちを大切にすれ

ばもっと良い学校になる」「人の気持ちを考えて行動することが大切…」 

・校章「清廉潔白」…心や行いが清くて正しく、後ろ暗いところがなにひと

つない様子。 

②本気の学び 

〔設定の意図〕 

・学校は「学びの場」であり、特に中学校は義務教育の仕上げとして「社会

で生き抜くための学力を身に付ける場」である。社会で生き抜くための学

力は、知識の暗記ではなく、知識・技能を活用して課題を解決する資質・

能力である。 

・そのため、教職員は教育環境を整え、生徒が主体的・対話的に学ぶことの

できる授業を構築しなければならない。また、生徒は友達の話を聞き、自

分の考えを広げるために、どの授業も真剣に参加する姿勢をもつことが大

切である。（協働的な学び） 

・また、ＩＣＴ機器（タブレット端末等）を活用し、生徒一人一人に応じた学

習活動や学習課題に取り組む機会を提供することも重要である。（個別最適な学び） 

〔関連事項〕 

・分析１（教師83.3％）「自分で考え、自分の力で学んで…」 

・分析４（教師記述）「子どもたち同士の交流や学び合うことが…」 

・学習指導要領（Ｈ29）「主体的・対話的で深い学び」 

・中教審答申（Ｒ3）「個別最適な学び」「協働的な学び」 

③論より実践 

〔設定の意図〕 

・「美の心」を育て、「本気の学び」で資質・能力を高めたことを日常生活で

実践していくことが大切である。 

・「論より実践」は、「論（物事の道理）」を軽視するということではなく、論

理的に身に付けたことを日常生活で意欲的に実践してもらいたいという願

いを込めている。 

・「思いやりの心」や「知識・技能の活用力」などをこれから遭遇する様々な

場面で生かし、心身ともに健康で豊かな生活を送りながら、逞しく生きて

いくことを願っている。 

〔関連事項〕 

・分析１（生徒42.8％）「相手の気持ちや立場を…」 

・分析４（教師記述）「自ら考え、自ら行動できるように」 

・校章「質実剛健」…中身が充実して飾り気がなく、心身ともに強くたくま

しいさま。 

 


